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研
究
史
を
ふ
り
か
え
っ
て

枚
方
寺
内
町
は
、
本
願
寺
末
順
興
寺
を
中
心
と
し
た
戦
国
期
の
小
都
市
で
あ

る
。順

興
寺
の
創
建
年
代
は
詳
か
で
な
い
が
、『
細
川
両
家
記
』
享
禄
二
年
（
一
五

二
九
）
条
に
、
山
崎
の
合
戦
に
敗
れ
た
柳
本
賢
治
が
退
却
し
た
先
を
「
河
内
枚

方
の
道
場
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
順
興
寺
に
先
行
す
る
道
場
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。

「
順
興
寺
」
の
名
称
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、『
天
文
日
記
』
天
文
十
二
年

（
一
五
四
三
）
九
月
二
十
九
日
条
の
「
年
越
え
夕
飯
於
内
儀
有
之
、
順
興
寺
衆
も

被
出
候
、」
で
あ
る
。

こ
の
順
興
寺
に
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
十
二
月
九
日
、
実
従
が
大
坂
よ

り
移
住
し
、
そ
の
日
記
『
私
心
記
』
に
、
枚
方
寺
内
町
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

鍛
代
敏
雄
氏
は
、「
枚
方
寺
内
町
の
構
成
と
機
能
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
六
―

八
、
一
九
八
五
年
）
を
著
わ
し
て
、『
私
心
記
』
の
検
討
を
行
な
っ
た
。

鍛
代
敏
雄
氏
は
、
枚
方
寺
内
町
の
概
観
・
そ
の
住
民
構
成
・
順
興
寺
と
寺
内

町
の
関
係
を
分
析
し
た
上
、
枚
方
寺
内
町
の
経
済
的
機
能
と
し
て
、
周
辺
農
村

部
と
の
関
係
や
宿
場
と
し
て
の
役
割
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
枚
方
寺
内
町
は
、

本
願
寺
寺
内
町
の
縮
小
版
で
あ
り
、
地
理
的
条
件
か
ら
も
本
願
寺
教
団
の
影
響

を
強
く
受
け
た
寺
内
町
の
典
型
で
あ
っ
た
と
す
る
。

鍛
代
敏
雄
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
枚
方
寺
内
町
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、

そ
の
後
の
研
究
の
基
盤
と
な
っ
た
。

つ
い
で
草
野
顕
之
氏
の
「
順
興
寺
と
枚
方
寺
内
町
―
一
門
一
家
寺
院
論
へ
の

展
望
―
」（『
講
座
蓮
如
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

草
野
顕
之
氏
は
、
ま
ず
「
順
興
寺
の
内
部
組
織
」
を
分
析
さ
れ
、
本
願
寺
と

の
類
似
性
や
枚
方
寺
内
と
し
て
の
特
徴
を
考
察
し
た
。「
順
興
寺
と
門
徒
・
与
力
」

の
分
析
で
は
、
寺
内
有
力
農
民
に
檀
家
総
代
的
な
地
位
と
し
て
「
長
衆
」
が
存

在
し
た
こ
と
や
、
寺
内
に
周
辺
地
域
出
身
の
有
力
商
人
や
水
運
業
者
、
大
工
・

鋳
物
師
等
の
職
人
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

『私心記』に見る枚方寺内町

『
私
心
記
』
に
見
る
枚
方
寺
内
町

森
　
田
　
恭
　
二



『私心記』に見る枚方寺内町

三四

草
野
顕
之
氏
は
ま
た
、「
順
興
寺
と
枚
方
寺
内
町
」
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
城
主

の
安
見
直
政
・
同
族
で
交
野
に
居
た
安
見
右
近
と
の
関
係
お
よ
び
、
芥
川
城
主

三
好
長
慶
・
そ
の
臣
松
永
久
秀
と
の
関
係
を
分
析
し
て
、
順
興
寺
住
持
実
徒
と

寺
内
町
運
営
組
織
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
寺
院
の
組
織
的
構
造
的
な

諸
問
題
、
立
地
の
場
所
や
境
内
・
屋
敷
地
・
寺
内
な
ど
の
地
理
的
諸
問
題
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
自
体
あ
る
い
は
地
域
真
宗
教
団
に
お
け
る
機
能

を
解
明
す
る
実
例
と
し
た
研
究
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
て
、
順
興
寺
住
持
実
徒
と
寺
内
町
民
の

関
係
、『
私
心
記
』
に
見
ら
れ
る
枚
方
寺
内
町
の
生
活
文
化
、
平
成
十
四
年
（
二

○
○
二
）
に
発
見
さ
れ
た
寺
内
町
町
屋
（
油
屋
カ
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
き

た
い
。

（
な
お
『
私
心
記
』
引
用
史
料
は
、
○
印
で
表
示
し
て
年
月
日
を
示
し
て
い
る
。）

一
、
順
興
寺
住
持
実
徒
と
枚
方
寺
内
町
民

大
坂
本
願
寺
に
お
い
て
は
、『
天
文
日
記
』
に
よ
る
と
、
法
主
証
如
の
地
位
が

絶
対
的
で
あ
り
、
法
主
を
頂
点
に
寺
内
町
支
配
の
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

枚
方
寺
内
町
に
お
い
て
も
、
草
野
顕
之
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
順
興
寺
の
内

部
組
織
と
門
徒
・
与
力
に
つ
い
て
の
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
２
）

。
本
章
で
は
、

『
私
心
記
』
に
よ
っ
て
、
順
興
寺
住
持
実
徒
と
寺
内
町
民
の
関
係
に
つ
い
て
見
て

行
き
た
い
。

○
永
禄
二
年
十
二
月
九
日
条

平
潟

（
枚
方
）

へ
九
時
ニ
行
、
河
バ
タ
マ
デ
、
清
・
堅
・
中
・
大
二
・
浄
照
坊
・
行

心
・
三
郎
・
與
二
郎
被
送
候
、
勤
衆
五
人
、
舟
ヘ
平
潟
ヨ
リ
雑
掌
モ
タ
セ

候
、
雑
肴
・
強
飯
・
食
籠
也
、
船
、
平
潟
ヨ
リ
三
ソ
ウ
迎
ニ
来
候
、
大
坂

殿
ヨ
リ
六
ソ
ウ
被
仰
付
候
、
以
上
九
ソ
ウ
也
、
夜
四
時
ニ
平
潟
へ
付
候
、

引
ワ
タ
シ
三
盃
出
候
、
御
座
ヘ
落
著
候
也
、
其
後
飯

殿
原
共
ニ
ハ
汁
三

菜

五

飯
食
候
テ
後
四
人
長
衆
ヨ
ビ
盃
ノ
マ
セ
候
、
越
前
ク
ナ
ミ
・
好
村
宮
太

夫
・
高
島
四
郎
右
衛
門
・
村
野
源
左
衛
門
也
、

実
徒
が
枚
方
寺
内
町
に
移
住
し
た
の
は
、
永
禄
二
年
十
二
月
九
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

『
私
心
記
』
に
よ
る
と
、
九
艘
の
船
で
大
坂
か
ら
枚
方
に
向
い
、
夜
枚
方
に
上

陸
し
た
。
上
陸
地
点
は
、
寺
内
町
付
近
の
河
岸
三
屋
（
三
矢
）
浜
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

実
徒
を
迎
え
た
の
は
、
越
前
ク
ナ
ミ
（
宮
内
カ
）、
好
村
宮
太
夫
・
高
島
四
郎

右
衛
門
・
村
野
源
左
衛
門
の
四
人
の
「
長
衆
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
長
衆
」
に
つ
い
て
、
草
野
顕
之
氏
は
、
寺
内
町
の
組
織
と
い
う
よ
り
、

順
興
寺
門
徒
集
団
の
「
長
衆
」
で
は
な
い
か
と
し
、
枚
方
坊
舎
の
創
設
や
、
以

降
の
維
持
・
運
営
に
尽
力
し
て
い
た
外
護
的
存
在
で
は
な
い
か
と
も
推
察
し
て

い
る
（
３
）

。
寺
内
町
の
長
衆
と
実
徒
の
交
流
は
繁
雑
に
見
ら
れ
、
寺
内
町
の
中
核
で
あ
る

門
徒
集
団
と
順
興
寺
住
持
と
の
結
束
が
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

汁
四

菜
十



三五

○
永
禄
四
年
九
月
二
十
六
日
条

朝
、
大
坂
殿
ヘ
下
候
、
船
也
、
三
屋

（
矢
）
舟
只
借
也
、

枚
方
寺
内
町
は
淀
川
川
畔
の
町
で
あ
り
、
本
来
港
湾
の
出
入
口
と
し
て
出
来

た
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
港
湾
が
『
私
心
記
』
の
記
述
に
よ
り
「
三
矢
浜
」
付

近
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
も
枚
方
市
三
矢
町
の
地
名
が
残
る
地
点
は
、

ま
さ
に
淀
川
の
港
湾
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
山
手
に
か
け
て
寺
内
町
が
形
成
さ
れ

て
い
た
。

○
永
禄
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条

朝
斎
、
汁
二

菜
三

、
宮
大
夫
・
四
郎
左
衛
門
・
孫
七
郎
ヨ
ブ
、
其
後
孫
四
郎
ツ

レ
テ
東
ノ
古
坊
跡
萬
年
等
見

（
寺
カ
）

物
候
、

こ
の
日
、
朝
の
斎
の
後
、
実
徒
は
寺
内
町
東
側
に
あ
っ
た
古
坊
万
年
寺
を
訪

れ
て
い
る
。
万
年
寺
は
平
安
初
期
頃
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
真
言
宗
寺
院
で
、

現
在
地
は
意
賀
美
神
社
付
近
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

万
年
寺
は
江
戸
時
代
ま
で
存
在
し
、『
河
内
名
所
図
会
』
は
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

長
松
山
万
年
寺

枚
方
天
王
の
社
頭
に
あ
り
、
真
言
宗
、
本
尊
十
一
面
観
音
春
日
作
、
座
像
、

長
八
寸
、
薬
師
堂
薬
師
仏
は
弘
法
大
師
作
、
長
壱
寸
八
歩
、
行
者
堂
観
音

堂
の
傍
に
あ
り
、
役
行
者
を
安
す
、

万
年
寺
は
奈
良
時
代
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
明
治

三
年
（
一
八
七
○
）
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。

○
永
禄
三
年
正
月
朔
日
条

昼
雑
煮
一
献
祝
也
、
夕
飯

、
昼
、
寺
内
大
文
字
屋
・
丸
屋
・
越
前
同
子

源
左

衛
門
礼
被
来
候
、
カ
ン
ニ
テ
盃
出
候
、
カ
ン
組
付

、
昼
、
寺
内
衆
二
十
五

人
、
他
家
交
、
カ
ン
同
前
、
於
御
堂
対
面
候
、
予
下
陣
ニ
テ
会
也
、
其
後
、

総
寺
中
衆
カ
ン
同
、
其
後
女
房
衆
、
講
衆
会
、

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
正
月
朔
日
、
枚
方
御
坊
（
順
興
寺
）
で
も
、
住
持

実
徒
の
許
に
、
寺
内
町
衆
の
参
賀
が
行
な
わ
れ
た
。

参
賀
者
に
、
大
文
字
屋
（
高
島
四
郎
左
衛
門
）
・
丸
屋
・
越
前
ク
ナ
ミ
・
同

子
源
左
衛
門
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寺
内
衆
二
十
五
人
や
他
家
の

人
々
が
参
賀
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
高
島
四
郎
左
衛
門
・
越
前
ク
ナ
ミ
は
長
衆
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
元
日
に
は
、
順
興
寺
住
持
の
許
へ
長
衆
を
は
じ
め
有
力
寺
内
町

衆
が
参
賀
し
て
、
盃
を
賜
わ
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
永
禄
三
年
正
月
十
三
日
条

斎
、
汁
一

菜
三

、
自
講
衆
也
、
相
伴
頭
人
両
人
、
越
前
・
宮
大
夫
・
順
正
、
頭

人
ハ
上
ノ
町
與
太
左
衛
門
、
ク
ラ
ノ
谷
五
郎
左
衛
門
、
昨
日
樽
、
越
前
、
宮

牛
蒡

ヒ
ラ
キ

汁
二

菜
三

『私心記』に見る枚方寺内町



『私心記』に見る枚方寺内町

三六

太
夫
呑
セ
候
、
四
郎
左
衛
門
故
候
、

永
禄
三
年
正
月
十
三
日
の
斎
に
は
、「
長
衆
」
の
越
前
ク
ナ
ミ
・
好
村
宮
太
夫

の
ほ
か
、
蔵
ノ
谷
の
五
郎
左
衛
門
・
上
ノ
町
興
太
左
衛
門
が
参
加
し
て
お
り
、

上
ノ
町
・
蔵
ノ
谷
の
町
内
に
も
そ
れ
ぞ
れ
有
力
町
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
記
事
に
注
目
し
た
草
野
顕
之
氏
は
、
毎
月
十
三
日
と
二
十
八
日
の
「
斎
」

に
は
、
頭
人
（
担
当
者
）
と
相
伴
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
斎
」
は
本
願
寺
教
団

に
と
っ
て
重
要
な
催
し
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
４
）

。

「
斎
」
に
は
、「
長
衆
」
や
有
力
寺
内
町
衆
が
参
会
し
、
頭
人
は
有
力
寺
内
町

衆
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
永
禄
三
年
九
月
十
四
条

山
ヘ
ア
ガ
ル
、
栗
餅
亭
ニ
テ
ア
リ
、
有
酒
、
ソ
レ
ヨ
リ
上
ヘ
ア
ガ
リ
、
松

茸
ヲ
取
候
也
、

こ
の
山
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
も
御
坊
山
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
り
、
当

時
の
順
興
寺
の
す
ぐ
近
く
の
山
と
い
え
ば
、
御
坊
山
の
可
能
性
が
高
い
。
御
坊

山
か
ら
は
、
枚
方
寺
内
は
も
ち
ろ
ん
、
淀
川
周
辺
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

実
従
ら
順
興
寺
僧
侶
ら
は
、
山
上
で
栗
餅
や
酒
を
飲
食
し
た
り
、
松
茸
狩
を
し

て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

二
、
枚
方
寺
内
町
の
生
活
文
化

大
坂
本
願
寺
寺
内
町
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
文
化
が
見
ら
れ
た
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
大
坂
に
お
い
て
は
、
生
玉
宮
遷
宮
に
寺
内
町
衆
の
能

が
上
演
さ
れ
た
り
、
正
月
十
五
日
に
は
、
寺
内
町
衆
の
綱
引
が
行
な
わ
れ
た
り

し
て
い
る
。

『
天
文
御
日
記
』
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
正
月
十
五
日
条
に
は
、
大
坂
本

願
寺
の
御
堂
庭
で
六
町
衆
に
よ
る
綱
引
き
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

昼
、
於
御
堂
庭
町
人
令
綱
引
、
一
番
清
水
町
南
勝

北
町
北
負

、
二
番
、
北
町
屋

南
勝

西
町
北
負

、
三
番
、
南
町
屋
南
負

、
新
屋
敷
北
勝

、
四
番
、
清
水
町
南
勝

北
町

屋
北
負

、
五
番
、
南
町
屋
南
勝

、
西
町
北
負

、
此
分
也
、

こ
れ
に
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
清
水
町
、
北
町
、
北
町
屋
、
西
町
、
南

町
屋
、
新
屋
敷
の
寺
内
六
町
衆
が
出
て
、
各
町
対
抗
で
綱
引
を
競
い
あ
っ
て
い

た
。天

文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
六
月
に
は
、
生
玉
神
社
遷
宮
の
儀
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
寺
内
六
町
の
町
衆
が
能
を
舞
い
、
見
物
人
が
数
万
人
あ
っ
た
と
い

う
。

於
生
玉
神
社
、
就
遷
宮
之
儀
、
今
日
六
町
衆
能
二
番
宛
合
十
二
番
有
也
、

見
物
数
万
人
云
々
、
能
之
仕
手
者
何
も
幼
者
也
、

枚
方
寺
内
町
に
お
い
て
も
、『
私
心
記
』
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
文
化
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。



三七

○
永
禄
三
年
正
月
十
一
日
条

今
朝
大
文
字
屋
四
郎
左
衛
門
宿
ヘ
ヨ
ビ
候
、
行
候
、
百
疋
遣
候
、
少
将
何

モ
不
出
候
、
飯
、
汁
五

菜
十
二

、
茶
湯
座
敷
ニ
テ
、
茶
ヲ
立
候
、
後
ニ
雑
煮
、

其
後
ム
シ
ム
ギ
ア
リ
、
其
後
肴
一
献
ニ
テ
立
候
、
相
伴
越
前
・
宮
大
夫
・

四
郎
左
衛
門
也
、
源
三
相
伴
候
也
、

永
禄
三
年
正
月
十
一
日
、
実
従
は
「
長
衆
」
の
大
文
字
屋
四
郎
左
衛
門
に
招

か
れ
て
い
る
。

大
文
字
屋
に
は
「
茶
湯
座
敷
」
が
あ
り
、
茶
を
点
て
て
も
ら
い
、
雑
煮
や
蒸む

し

麦む
ぎ

も
馳
走
さ
れ
て
い
る
。
枚
方
寺
内
町
に
も
、
当
時
の
茶
の
湯
文
化
が
ひ
ろ
ま

っ
て
お
り
町
衆
の
生
活
文
化
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
。

実
徒
と
と
も
に
、
越
前
ク
ナ
ミ
・
好
村
宮
太
夫
・
高
島
四
郎
左
衛
門
も
招
か

れ
て
お
り
、
実
従
と
「
長
衆
」
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寺
内
町
は
、
本
願
寺
の
僧
と
寺
内
町
上
層
町
衆
の
統
合
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

○
永
禄
三
年
五
月
八
日
条

朝
、
鴬
合
候
、
花
予
立
候
、
飯
、
茶
湯
座
敷
□
数
奇
ガ
ゝ
リ
也
、
茶
之
後
、

楊
弓
ア
リ
、
其
後
風
呂
ア
リ
、

永
禄
三
年
五
月
八
日
、
実
従
は
朝
か
ら
鴬
合
せ
を
し
て
自
ら
花
を
立
て
て
い

る
。
鴬
合
せ
は
、
上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に
も
見
ら
れ
る
風
俗
で
あ
る
。

順
興
寺
に
も
「
茶
の
湯
座
敷
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
茶
の
湯
と
と
も

に
、
鴬
合
せ
や
立
花
が
、
当
時
の
寺
内
町
の
生
活
文
化
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

○
永
禄
三
年
五
月
二
十
七
日
条

大
文
字
屋
誘
引
候
而
、
船
ニ
テ
綱
引
也
、
見
物
候
、

こ
の
日
は
大
文
字
屋
に
誘
わ
れ
て
、
淀
川
で
船
に
て
綱
引
を
し
て
い
る
。
遊

興
の
一
つ
と
し
て
、
綱
引
の
見
物
を
し
て
、
い
る
の
で
あ
る
。
淀
川
川
畔
に
あ

っ
た
枚
方
寺
内
町
な
ら
で
の
遊
興
で
あ
っ
た
。

○
永
禄
三
年
四
月
十
二
日
条

宮
大
夫
、
朝
飯
ニ
宿
ヘ
ヨ
ブ
、
汁
三

菜
八

、
相
伴
、
越
前
・
宮
大
夫
・
四
郎

左
衛
門
、
茶
子
九
種
、
其
後
ニ
裏
茶
湯
座
敷
ヘ
行
茶
呑
、
シ
ゲ
一
平
家
カ

タ
ル
、
宮
大
夫
ニ
百
疋
遣
候
、
後
ム
シ
ム
ギ
添
肴
、
其
後
小
付
、
一
汁
三

菜
ア
リ
、
八
時
過
ニ
帰
候
、

こ
の
日
実
従
は
、
宮
太
夫
邸
に
呼
ば
れ
て
饗
応
を
受
け
て
い
る
。

朝
飯
に
汁
や
副
菜
を
食
べ
、
そ
の
後
、
茶
の
湯
座
敷
や
茶
の
湯
の
接
待
を
受

け
た
。
相
伴
者
に
は
、
越
前
・
宮
太
夫
・
四
郎
左
衛
門
が
い
た
。
茶
の
湯
座
敷

で
ム
シ
ム
ギ
や
小
付
、
一
汁
三
菜
の
饗
応
を
受
け
、
八
つ
過
時
分
に
帰
寺
し
て

『私心記』に見る枚方寺内町
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三八

い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
シ
ゲ
一
平
家
カ
タ
ル
」
と
あ
り
、
シ
ゲ
一
検
校

の
平
家
琵
琶
を
聞
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
琵
琶
法
師
を
招
い
て
、
そ
れ
を
楽

し
む
生
活
文
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
杉
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
に

も
京
都
巷
間
を
行
く
琵
琶
法
師
一
行
が
描
か
れ
て
い
る
。

○
永
禄
三
年
正
月
十
四
日
条

朝
、
三
好
筑
前

（
長
慶
）

へ
、
樽
三
荷
三
種
、
松
永
弾
正

（
久
秀
）

へ
、
三
種
五
荷
、
松
山
新

介
ニ
、
三
種
二
荷
遣
候
、

実
従
が
順
興
寺
住
持
と
し
て
枚
方
寺
内
に
居
住
し
た
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）

十
二
月
か
ら
、
亡
く
な
る
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
六
月
ま
で
、
中
央
政
権
は
、

飯
盛
城
の
三
好
長
慶
政
権
で
あ
っ
た
。
本
願
寺
に
な
ら
っ
て
、
実
従
も
正
月
に

は
、
三
好
長
慶
・
松
永
久
秀
・
松
山
新
介
に
年
賀
の
進
物
を
送
っ
て
い
る
。

大
坂
本
願
寺
は
、
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
守
護
権
力
と
積
極
的
に
交
流
し
て

い
る
。
進
物
を
盆
暮
に
贈
呈
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
守
護
権
力
と
共
生
す
る
た

め
の
手
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
天
文
御
日
記
』
に
よ
る
と
、
摂
津
や
和
泉
の
守
護
細
川
氏
、
河
内
の
守
護
畠

山
氏
、
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
台
頭
す
る
三
好
氏
に
対
し
て
、
贈
答
品
を
送

っ
て
い
る
。

枚
方
順
興
寺
の
実
従
も
河
内
畠
山
氏
の
権
力
を
握
る
安
見
氏
や
新
興
の
三
好

氏
と
親
交
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
三
好
長
慶
は
、
摂
津
芥
川
城
に
居
て
、
河
内
高
屋
城
の
畠
山
高
政

と
対
峠
し
て
い
た
。

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
五
月
に
、
長
慶
は
高
政
を
紀
伊
に
追
放
し
て
い
た

守
護
代
安
見
直
政
を
攻
め
る
た
め
芥
川
城
を
発
し
て
河
内
十
七
箇
所
に
出
陣
、

八
月
に
は
高
屋
城
・
飯
盛
城
を
陥
落
さ
せ
た
。

長
慶
は
高
政
を
高
屋
城
に
復
帰
さ
せ
た
が
、
高
政
は
無
断
で
守
護
代
に
安
見

直
政
を
ふ
た
た
び
と
り
立
て
た
た
め
、
長
慶
と
高
政
は
た
ち
ま
ち
対
立
し
て
、

翌
永
禄
三
年
、
両
者
の
対
立
が
火
を
吹
く
こ
と
に
な
る
。

永
禄
三
年
正
月
、
順
興
寺
実
従
は
芥
川
城
に
居
た
三
好
長
慶
・
松
永
久
秀
へ

進
物
を
贈
り
、
三
好
方
と
の
宥
和
を
望
ん
で
い
る
（『
枚
方
市
史
』
第
二
巻
）。

一
方
、
枚
方
寺
内
町
側
は
、
畠
山
高
政
・
安
見
直
政
方
と
も
親
交
を
結
ん
で

お
り
、
二
重
外
交
は
あ
る
い
は
枚
方
寺
内
町
を
守
る
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
５
）

。

○
永
禄
三
年
七
月
条

三
日
、
三
好

（
長
慶
）

同
豊
前

（
義
賢
）

等
河
内
へ
出
候
云
々
、
即
於
両
所
有
合
戦
云
々
、
四

国
衆
打
死
候
、

二
十
三
日
、
飯
守

（
盛
）
人
数
出
候
テ
、
岡
・
三
屋
（
矢
）
・
出
口
地
下
・
中
振
等
放
火

候
間
、
日
中
、
先
ス
ル
也
、

す
で
に
草
野
顕
之
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
順
興
寺
や
寺
内
町
は
、
周

辺
の
三
好
氏
や
安
見
氏
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
た
（
６
）

。

そ
の
際
、
寺
内
町
側
が
安
見
氏
に
接
近
し
て
い
た
の
に
対
し
、
実
征
は
三
好
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氏
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
。

草
野
顕
之
氏
は
、「
河
内
国
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
二
つ
の
勢
力
に
、

別
々
の
組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
か
も
寺
内
町
の
意
志
を
代
表
す
る
者
で
あ
る

か
の
よ
う
に
交
渉
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
が
河
内
の
主
権
を
握
っ
た
と
し

て
も
、
枚
方
寺
内
町
が
生
き
残
る
方
途
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
戦
国
時
代
の
知
恵

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（
７
）

。

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
六
月
、
三
好
長
慶
と
畠
山
高
政
の
対
立
は
再
び
火

を
吹
い
た
。

三
好
長
慶
と
弟
義
賢
は
ふ
た
た
び
河
内
の
畠
山
高
政
・
安
見
直
政
を
攻
め
、

十
月
に
は
飯
盛
城
・
高
屋
城
を
陥
落
さ
せ
、
河
内
を
三
好
の
領
国
と
し
て
収
め
、

高
屋
城
に
義
賢
を
置
き
、
長
慶
自
身
は
飯
盛
城
を
新
た
な
居
城
と
し
た
。
同
時

に
長
慶
の
家
臣
飯
盛
城
を
新
た
な
居
城
と
し
た
。
同
時
に
長
慶
の
家
臣
松
永
久

秀
は
大
和
も
制
服
し
、
大
和
も
三
好
領
国
と
化
し
た
（『
枚
方
市
史
』
第
二
巻
）。

『
私
心
記
』
永
禄
三
年
七
月
条
で
は
、
三
日
に
三
好
長
慶
・
三
好
義
賢
ら
が
河

内
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
こ
と
、
二
十
三
日
に
畠
山
高
政
・
安
見
直
政
方
が
反

撃
に
出
て
、
枚
方
寺
内
町
周
辺
の
岡
・
三
屋
（
矢
）
・
出
口
・
中
振
等
の
集
落

を
放
火
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
い
わ
い
枚
方
寺
内
町
は
放
火
を
ま
ぬ
が

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
進
物
贈
答
が
効
を
奏
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

○
永
禄
四
年
正
月
十
七
日
条

一
昨
日
十
五
日
、
宗
ト
・
松
雲
・
與
左
衛
門
等
ホ
シ

（
星
）

田
ヘ
行
、
右
近

（
安
見
）

ニ
公

事
等
申
調
候
云
々
、

安
見
氏
は
河
内
支
配
の
活
動
を
は
じ
め
、
枚
方
寺
内
町
へ
も
様
々
な
働
き
か

け
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
枚
方
寺
内
町
は
安
見
氏
に
近
い
宗
ト
を
中
心
に
、

松
雲
・
油
屋
与
左
衛
門
の
三
名
が
安
見
右
近
の
い
る
星
田
へ
出
か
け
て
い
る
。

草
野
顕
之
氏
に
よ
る
と
、
安
見
右
近
は
、
三
好
氏
へ
の
対
抗
上
、
私
部
の
私
宅

を
離
れ
、
星
田
に
陣
を
は
っ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
（
８
）

。

○
永
禄
四
年
三
月
二
十
二
日
条

大
文
字
屋
四
郎
左
衛
門
、
今
朝
、
親
之
七
年
ヲ
取
越
、
斎
ヲ
可
仕
候
由
候

間
、
サ
セ
候
、
汁
三

菜
八

菓
子
七

、
相
伴
、
順
誓
・
順
正
・
四
郎
左
蔵
源
右
衛

門
也
、

大
文
字
屋
四
郎
左
衛
門
が
亡
親
の
七
回
忌
を
挙
行
し
、
斎
を
催
し
て
い
る
。

斎
は
寺
院
の
重
要
儀
礼
で
あ
っ
て
、
亡
親
の
七
回
忌
を
実
従
の
許
可
を
得
て
、

実
施
し
て
い
る
。

○
永
禄
四
年
六
月
九
日
条

連
歌
シ
候
、
安
竹
発
句
、
菊
泉
・
道
観
・
越
後
・
聖
安
寺
也
、
昼
、
麦
又

夕
飯

百
韻
也
、

○
永
禄
四
年
六
月
二
十
日
条

汁
二

菜
三

『私心記』に見る枚方寺内町
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四〇

肥
前
宿
へ
行
候
テ
、
有
連
歌
、
菊
泉
、
越
後
計
也
、
昼
麦
ア
リ
、
夕
飯
、

茶
湯
心
ニ
シ
テ
小
ヅ
ケ
ア
リ
、
四
十
六
句
ス
ル
也
、
六
時
前
ハ
テ
候
、

連
歌
は
、
貴
族
社
会
に
始
ま
り
、
南
北
朝
期
に
は
二
条
良
基
ら
が
活
躍
す
る
。

室
町
期
に
な
る
と
、
貴
族
や
僧
侶
は
も
ち
ろ
ん
、
各
地
の
守
護
大
名
や
配
下

の
国
人
・
土
豪
に
広
ま
っ
た
。
こ
れ
は
寄
合
の
文
芸
と
し
て
、
茶
の
湯
や
立
花

と
と
も
に
和
歌
会
、
連
歌
会
が
室
町
時
代
の
生
活
文
化
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

特
に
連
歌
会
は
戦
国
大
名
と
そ
の
家
臣
達
の
寄
合
の
文
芸
と
し
て
愛
好
さ
れ
た
。

永
禄
四
年
六
月
九
日
の
連
歌
会
で
は
、
安
竹
な
る
も
の
が
発
句
を
詠
ん
で
い

る
が
、
草
野
顕
之
氏
は
こ
れ
を
医
師
と
推
定
し
て
い
る
（
９
）

。

同
年
六
月
二
十
日
は
、
肥
前
宿
で
連
歌
会
が
あ
り
、
四
十
六
句
を
詠
ん
だ
と

記
し
て
い
る
。
草
野
顕
之
氏
に
よ
る
と
、「
肥
前
」
は
下
間
頼
栄
、「
越
後
」
は

下
間
頼
隆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
実
従
は
近
臣
ら
と
共
に
昼
麦
、
夕
飯
を
食
べ
、

茶
の
湯
の
心
に
し
て
小
漬
を
食
し
た
と
記
し
て
い
る
。

○
永
禄
四
年
十
一
月
十
二
日
条

朝
、
連
歌
ア
リ
、
予
発
句
、
御
仏
事
満
足
之
儀
也
、
昼
ハ
過
マ
デ
、

連
歌
は
た
び
た
び
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
実
従
が
発
句
を
呼
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
順
興
寺
内
の
連
歌
会
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
枚
方
寺
内
町
に
お
い
て
も
順
興
寺
や
そ
の
周
辺
で
た
び
た
び

連
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

実
従
自
身
が
主
催
し
て
連
歌
会
を
催
し
た
り
、
側
近
の
下
間
氏
ら
と
共
に
連

歌
会
を
催
し
て
い
る
。

連
歌
会
の
記
事
は
、
町
衆
主
催
の
連
歌
会
は
未
だ
見
ら
れ
ず
、
公
家
文
化
や

武
家
文
化
に
触
れ
た
本
願
寺
教
団
の
人
々
の
生
活
文
化
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

○
永
禄
四
年
十
一
月
八
日
条

朝
粥
、

心
ス
ル
也
、
町
衆
相
伴
二
十
六
七
八
人
ヨ
ブ
、

点
心
は
、
正
食
の
前
に
摂
る
簡
単
な
食
事
を
意
味
し
、
茶
の
湯
の
文
化
の
中

で
、
季
節
に
応
じ
た
点
心
が
愛
好
さ
れ
た
。
茶
の
湯
で
は
、
懐
石
と
は
別
で
、

一
度
に
盛
り
合
わ
せ
て
出
す
お
弁
当
、
お
し
の
ぎ
な
ど
を
点
心
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
も
町
衆
二
十
数
人
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
茶
の
湯
の
点
心
と
考
え

ら
れ
る
。

○
永
禄
三
年
七
月
十
五
日
条

昼
、
町
之
者
、
子
共
ヲ
ド
ル
ベ
キ
由
候
間
、
御
堂
之
庭
ニ
テ
ヲ
ド
ラ
セ
候
、

夜
ル
又
風
流
之
様
ニ
能
ヨ
シ
候
、
タ
ツ
テ
サ
ル
ガ
ク
ナ
ド
ス
ル
也
、

永
禄
三
年
七
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
枚
方
寺
内
町
の
町
の
者
や
子
供
が

「
風
流
踊
」
を
堂
の
庭
に
て
行
な
っ
て
い
る
。
盂
蘭
盆
の
夜
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

サ
ル
ガ
ク
（
猿
楽
）
等
も
行
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
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○
永
禄
四
年
七
月
十
九
日
条

八
時
過
、
御
堂
之
庭
ニ
テ
、
ヲ
ド
リ
ア
リ
、
下
町
・
蔵
谷
・
上
町
、
此
分

案
内
次
第
申
出
候
処
、
蔵
谷
一
番
出
候
、
曲
事
之
由
申
候
、
次
下
町
、
次

上
町
也
、
後
年
ハ
ク
ジ
カ
、
各
年
歟
ニ
ヲ
ド
ラ
ス
ベ
キ
也
、
御
堂
之
面
ニ
、

ミ
ス
ニ
間
カ
ケ
、
女
房
衆
一
所
ニ
見
物
候
也
、
事
外
群
集
候
、
白
衣
之
衆
、

後
年
不
可
入
候
、

室
町
後
期
の
祭
礼
芸
能
の
大
き
な
特
徴
は
、「
風
流
造
り
物
」
を
は
や
し
立
て

る
行
為
が
発
展
し
、「
風
流
踊
」
の
大
隆
盛
を
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
々
や
村
々
で
は
、
民
衆
が
「
風
流
踊
」
を
催
し
は
や
し
立
て
る
行
為
に
よ

っ
て
、
神
霊
・
仏
霊
を
送
り
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
盂
蘭

盆
の
あ
と
の
時
期
で
あ
り
、
念
仏
を
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
風
流
踊
」
は

京
都
を
は
じ
め
、
奈
良
、
和
泉
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
（
10
）

。

こ
の
頃
、
京
都
で
は
上
杉
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
に
盂
蘭
盆
の
風
流
踊
が

見
ら
れ
る
ほ
か
、
市
中
で
風
流
踊
が
行
な
わ
れ
た
記
録
を
頻
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
方
奈
良
で
は
、
国
人
古
市
氏
の
城
下
古
市
郷
を
中
心
に
、
古
市
氏
一
族
や

若
党
ら
が
、
盂
蘭
盆
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
仮
装
し
て
、
能
楽
や
田
楽
に
題
材
を
と

っ
た
踊
を
披
露
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
条
政
基
の
『
政
基
公
旅
引
付
』
に
は
、
入
山
田
郷
四
ヵ
村
の
「
風

流
踊
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
私
心
記
』
永
禄
四
年
七
月
十
九
日
条
に
見
ら
れ
る
「
ヲ
ド
リ
」
は
、
盂
蘭
盆

の
「
風
流
踊
」
と
考
え
ら
れ
る
。

御
堂
の
庭
に
お
い
て
、
下
ノ
町
・
蔵
ノ
谷
・
上
ノ
町
の
町
衆
が
踊
り
を
繰
り

出
し
て
い
る
。
そ
の
順
次
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
あ
っ
た
ら
し
く
、「
後
年
は
ク
ジ

か
」
と
記
し
て
い
る
。

実
従
以
下
が
見
物
し
、「
御
堂
之
面
に
、
御
簾
二
間
を
か
け
、
女
房
衆
も
一
緒

に
見
物
」
し
た
と
書
い
て
い
る
。

枚
方
寺
内
町
は
、
下
ノ
町
・
蔵
ノ
谷
・
上
ノ
町
の
三
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
惣
的

結
合
を
持
ち
、
全
体
と
し
て
順
興
寺
（
御
堂
）
の
寺
内
町
と
し
て
結
合
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

御
堂
の
庭
に
お
い
て
、
各
町
の
町
衆
が
盂
蘭
盆
の
「
風
流
踊
」
を
行
な
う
と

い
う
生
活
文
化
が
、
枚
方
寺
内
町
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○
永
禄
三
年
二
月
三
日
条

昼
、
萬
年
庵

（
寺
カ
）梅
見
物
候
、
樽
・
食
籠
持
テ
行
、
越
前
・
四
郎
左
衛
門
□
（
被
）
持

来
候
、
萬
年
坊
主
出
候
、

永
禄
三
年
二
月
三
日
に
も
、
実
従
は
万
年
寺
に
出
か
け
て
、
梅
見
物
を
し
て

い
る
。
樽
酒
や
食
籠
を
持
参
し
て
梅
見
を
楽
し
み
、
側
近
の
越
前
（
下
間
頼
隆
）

や
四
郎
左
衛
門
が
同
席
し
、
万
年
寺
の
坊
主
も
出
迎
え
て
い
る
。
梅
見
や
花
見

が
、
当
時
の
生
活
文
化
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
梅
林
は
現
在
も
残

存
し
て
い
る
。

『私心記』に見る枚方寺内町
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○
永
禄
四
年
三
月
九
日
条

朝
飯
、
大
文
字
屋
へ
行
、
茶
可
立
由
候
、
飯
、
汁
四

菜
七

其
後
茶
湯
座
敷
へ

行
、
有
茶
、
其
後
面
亭
ニ
テ
、
ム
シ
ム
ギ
ア
リ
、
又
小
付

（
漬
）
ア
リ
、
汁
二
菜

三
ア
リ
酒
帰
後
、

大
文
字
屋
（
高
島
四
郎
左
衛
門
）
は
「
長
衆
」
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
日
、

実
従
は
大
文
字
屋
で
饗
応
を
受
け
て
い
る
。
茶
の
湯
座
敷
で
の
茶
会
を
は
じ
め

飯
・
汁
・
菜
や
ム
シ
ム
ギ
、
小
漬
、
酒
等
を
食
し
て
い
る
。

○
永
禄
四
年
六
月
条

朔
日
、
朝
、
茶
湯
ス
ル
也
、
越
後
・
松
雲
・
與
左
衛
門
ヨ
ブ
、
夕
、
源
三

宿
ヘ
ヨ
ブ
間
、
行
候
、
少
将
・
安
立
・
越
後
相
伴
、
茶
湯
ガ
カ
リ
也
、
夜

帰
候
、

四
日
、
朝
、
茶
湯
会
ス
ル
也
、
安
立
・
越
後
・
四
郎
左
衛
門
也
、
汁
一
葉

三
ツ
ル
ベ
也
、

五
日
、
朝
飯
、
與
左
衛
門
宿
ヘ
ヨ
ブ
間
、
行
候
、
鳥
目
五
十
疋
遣
候
、

飯

茶
子
九
種
、
相
伴
越
後
・
源
三
・
與
左
衛
門
也
、
茶
湯
也
、

こ
の
よ
う
に
、『
私
心
記
』
に
は
、
各
所
に
茶
の
湯
の
記
事
が
散
見
す
る
。

永
禄
四
年
三
月
九
日
条
に
は
、
実
従
が
寺
内
町
の
大
文
字
屋
に
行
き
、
そ
の

茶
の
湯
座
敷
で
茶
の
接
待
を
受
け
た
ほ
か
、
各
種
料
理
で
も
て
な
し
を
受
け
て

い
る
。

汁
二

菜
三

永
禄
四
年
六
月
初
旬
に
は
、
一
日
に
実
従
が
越
後
（
下
間
頼
隆
）
ら
を
呼
ん

で
、
夕
方
に
は
源
三
（
下
間
頼
栄
）
の
も
と
へ
行
っ
て
茶
会
を
催
し
て
い
る
。

草
野
顕
之
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、『
私
心
記
』
文
中
の
源
三
は
下
間
頼
栄
、
越

後
は
下
間
頼
隆
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
側
近
の
下
間
一
族
で
あ
る
。

與
左
衛
門
は
油
屋
與
左
衛
門
、
少
将
は
実
従
の
子
息
顕
従
事
、
安
立
は
医
師
、

四
郎
左
衛
門
は
大
文
字
屋
高
島
四
郎
左
衛
門
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
11
）

。

実
従
の
参
加
し
た
茶
会
は
、
側
近
や
有
力
町
民
（
長
衆
）
な
ど
を
招
い
た
り
、

呼
ば
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
茶
の
湯
を
通
し
て
、
枚
方
寺
内
町
首
脳
部
の

結
束
が
は
か
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
月
四
日
に
は
、
実
従
が
「
茶
の
湯
」
会
を
催
し
て
、
安
立
・
越
後
・
四
郎

左
衛
門
を
呼
ん
で
い
る
。

六
月
五
日
に
は
、
與
左
衛
門
に
呼
ば
れ
て
、
越
後
・
源
三
を
同
伴
し
て
「
茶

の
湯
」
会
に
出
席
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
願
寺
僧
侶
集
団
お
よ
び
枚
方
寺
内
町
の
よ
う
な
寺
内
の
有

力
商
人
の
間
に
、
日
常
的
に
「
茶
の
湯
」
会
が
催
さ
れ
、
有
力
商
人
は
、「
茶
の

湯
座
敷
」
を
造
っ
て
い
た
。
点
心
な
ど
の
懐
石
料
理
も
茶
会
に
供
応
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。

三
、
枚
方
寺
内
町
発
掘
成
果
を
め
ぐ
っ
て

枚
方
市
教
育
委
員
会
で
は
、
枚
方
寺
内
町
域
に
関
わ
る
発
掘
調
査
を
進
め
て

い
る
。
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枚
方
市
教
育
委
員
会
で
は
、
「
枚
方
寺
内
町
遺
跡
」
・
「
枚
方
上
之
町
遺

跡
」
・
「
万
年
寺
山
遺
跡
」
の
三
地
域
に
区
分
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
べ
六
五
次

の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

平
成
十
四
年
（
二
○
○
二
）、
枚
方
元
町
の
大
隆
寺
（
法
華
宗
）
で
、「
枚
方

寺
内
町
遺
跡
第
14
次
調
査
」
が
行
な
わ
れ
た
。
調
査
地
は
、
小
字
名
を
「
蔵
之

谷
」
と
称
す
る
地
域
の
最
北
端
に
当
る
。
こ
こ
は
、『
私
心
記
』
に
出
て
く
る
枚

方
寺
内
町
蔵
之
谷
と
考
え
ら
れ
、
寺
内
町
町
屋
群
の
中
に
あ
る
。

調
査
面
積
は
約
一
二
○
平
方
メ
ー
ト
ル
と
狭
小
で
あ
っ
た
が
、
十
六
世
紀
後

半
を
中
心
と
す
る
多
く
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

特
に
町
屋
の
一
軒
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
建
物
は
、
少
な
く
と
も
二
間
×
三
間

以
上
、
床
面
積
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
規
模
の
建
物
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

内
部
か
ら
は
二
四
口
以
上
の
備
前
焼
大
甕
を
埋
設
し
た
跡
が
出
土
し
た
。
こ

の
建
物
は
火
災
で
焼
失
し
た
跡
が
確
認
で
き
た
。

そ
の
背
後
に
新
し
い
掘
立
柱
建
物
跡
が
出
土
し
、
大
甕
を
埋
設
し
た
あ
と
に
、

そ
れ
ら
を
抜
き
取
っ
て
埋
め
戻
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
た
。
新
し
い
掘
立
柱
建
物

は
、
カ
マ
ド
跡
も
見
ら
れ
た
。

い
ず
れ
の
建
物
も
、
甕
倉
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
焼
失
し

た
甕
倉
と
、
そ
の
あ
と
同
様
の
機
能
を
も
つ
甕
倉
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
高
価
な
備
前
焼
大
甕
に
貯
蔵
し
た
も
の
は
、
甕
底
に
残
さ
れ
た
内
容

物
や
設
置
状
況
な
ど
か
ら
、
灯
火
に
使
う
荏
胡
麻
油
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、

『私心記』に見る枚方寺内町

枚方寺内町油屋跡（蔵ノ谷）付近
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こ
の
甕
倉
は
「
油
倉
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
『
私
心
記
』
を
紐
解
く
と
、「
油
屋
」
に
関
す
る
史
料
が
、
以
下
の
よ

う
に
存
在
す
る
。

○
永
禄
三
年
九
月
十
一
日
条

夕
飯
、
茶
湯
会
ア
リ
、
予
父
子
飯
貝
・
豊
後
・
源
三
・
油
屋
小
五
郎
也
、

永
禄
三
年
九
月
十
一
日
に
、
実
従
父
子
ら
が
催
し
た
茶
の
湯
会
に
は
、
油
屋

小
五
郎
な
る
も
の
が
相
伴
し
て
い
る
。

○
永
禄
三
年
十
月
五
日
条

朝
、
油
屋
へ
上
市
ヘ
ヨ
ブ
、
茶
湯
也
、
予
・
飯
・
少
同
道
、
上
市
家
四
五

人
相
伴
、
汁
三

菜
四

、
茶
呑
也
、
道
具
ミ
セ
候
、

永
禄
三
年
十
一
月
五
日
に
実
従
は
油
屋
に
行
っ
て
茶
会
に
参
席
し
て
い
る
。

こ
の
油
屋
は
ど
こ
か
不
詳
で
あ
る
が
、
上
市
衆
四
・
五
人
が
相
伴
し
、
懐
石
料

理
で
あ
る
が
、
上
市
衆
四
・
五
人
が
相
伴
し
、
懐
石
料
理
や
茶
の
湯
の
あ
と
、

道
具
拝
見
が
行
な
わ
れ
、
茶
の
湯
文
化
が
町
衆
達
の
た
し
な
み
と
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

○
永
禄
三
年
十
二
月
三
日
条

斎
、
汁
二

菜
三

、
富
田
屋
與
左
衛
門
・
油
屋
□
□
衛
門
・
石
見
ヨ
ブ
也
、

枚方寺内町油屋址（手前の広場に店舗址が検出された。）
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永
禄
三
年
十
二
月
三
日
の
順
興
寺
で
行
な
わ
れ
た
斎
に
は
、
寺
内
町
の
富
田

屋
與
左
衛
門
や
石
見
某
、
そ
れ
に
油
屋
□
□
衛
門
が
呼
ば
れ
て
い
る
。

○
永
禄
四
年
十
二
月
十
六
日
条

斎
如
常
、
上
田
道
�
番
也
、
油
屋
新
衛
門
（
下
文
中
断
）、

永
禄
四
年
十
二
月
十
六
日
の
順
興
寺
の
斎
に
も
、
油
屋
新
衛
門
が
呼
ば
れ
て

い
る
。

○
永
禄
四
年
八
月
三
日

朝
勤
、
物
語
、
斎
、
如
常
、
油
屋
與
左
衛
門
・
四
郎
次
郎
・
平
野
屋
上
町

、

與
左
衛
門
が
油
屋
と
し
て
現
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
斎
を
例
の
如
く
実
施
、
そ

こ
に
油
屋
與
左
衛
門
、
四
郎
次
郎
・
平
野
屋
（
甚
二
郎
）
が
同
席
し
て
い
る
。

油
屋
與
左
衛
門
は
、
こ
の
記
事
の
よ
う
に
、
実
従
の
斎
の
相
伴
者
と
し
て
頻

出
、
有
力
門
徒
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

○
永
禄
三
年
五
月
二
十
五
日
条

朝
斎
、
越
前
・
宮
大
夫
・
四
郎
左
衛
門
・
順
正
・
空
道
・
下
上

（
マ
ゝ
）

町
與
左
衛

門
ヨ
ブ
、
日
中
如
常
、

こ
こ
に
出
て
く
る
「
下
上
町
與
左
衛
門
」
は
、「
下
之
町
與
左
衛
門
」
と
も
考

え
ら
れ
る
。
與
左
衛
門
は
油
屋
と
し
て
も
現
わ
れ
、
下
之
町
の
油
屋
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
私
心
記
』
に
は
、
油
屋
新
衛
門
・
油
屋
與
左
衛
門
・
油
屋

小
五
郎
ら
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
内
油
屋
與
左
衛
門
は
、
有
力
門
徒
で
あ
り
、
実
従
の
斎
の
相
伴
者
と
し

て
頻
出
す
る
。
ま
た
交
野
郡
の
土
豪
安
見
氏
と
も
交
渉
に
当
た
っ
た
人
物
で
あ

る
。
有
力
門
徒
で
あ
り
、
寺
内
町
の
有
力
町
衆
で
あ
る
。

「
枚
方
寺
内
町
遺
跡
第
14
次
調
査
」
で
発
見
さ
れ
た
油
倉
址
は
、
い
ず
れ
か
の

人
物
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
私
心
記
』
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
〜
八
月
条
に
は
、「
土
居
」
の
記

録
が
あ
る
。

こ
の
頃
「
土
居
」
と
呼
ぶ
も
の
の
代
表
は
、
豊
臣
秀
吉
が
京
都
市
中
に
廻
ら

せ
た
「
御
土
居
」
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
き

い
所
は
、
高
さ
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
・
幅
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
さ
ら
に

「
土
居
」
の
外
側
に
は
濠
や
河
川
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。
枚
方
寺
内
町
に
は
、
ど

の
よ
う
な
「
土
居
」
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
。

○
永
禄
四
年
七
月
十
二
日
条

ウ
ラ
土
居
ノ
芝
ウ
タ
セ
候
、
雨
降
候
、

○
永
禄
四
年
七
月
二
十
四
日
条

ウ
ラ
土
居
普
請
シ
候
、

○
永
禄
四
年
八
月
四
日
条

『私心記』に見る枚方寺内町
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四六

普
請
候
、
ウ
ラ
ド
イ
（
土
居
）

也
、

○
永
禄
四
年
八
月
条

六
日
、
山
崎
山
土
居
ツ
カ
セ
候
、
昼
、
ソ
ト
ミ
候
、

八
日
、
ウ
ラ
土
居
ク
ヅ
レ
候
、

九
日
、
上
町
屋
敷
ミ
候
、
ウ
ラ
ホ
リ
芝
ノ
ケ
候
、

十
八
日
、
今
日
モ
普
請
ド
イ

（
土
居
）

ツ
カ
セ
候
、

十
九
日
、
今
日
モ
普
請
同
前
也
、

二
十
五
日
、
ウ
ラ
土
居
ツ
キ
ハ
タ
ス
、

寺
内
町
を
土
居
や
堀
が
と
り
ま
く
こ
と
は
、
各
地
で
実
証
さ
れ
て
い
る
。
枚

方
寺
内
町
に
、
ど
の
程
度
の
土
居
や
堀
が
あ
っ
た
の
か
は
、
現
在
で
は
不
詳
で

あ
る
が
、
枚
方
市
教
育
委
員
会
の
調
査
で
あ
る
程
度
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

『
私
心
記
』
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
〜
八
月
、
ウ
ラ
土
居
普
請
の
工
事

が
集
中
的
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
ウ
ラ
土
居
は
、
現
枚
方
小
学
校
付
近
に
比
定
さ

れ
て
い
る
寺
内
町
後
方
の
要
塞
で
あ
る
。
後
方
の
防
禦
と
し
て
土
居
が
築
か
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
側
は
深
い
堀
が
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

枚
方
寺
内
町
は
、
三
矢
の
浜
よ
り
丘
陵
を
上
っ
た
一
帯
に
造
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
上
之
町
付
近
で
は
標
高
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
さ
な
が
ら
小
山

で
あ
っ
た
。

裏
土
居
は
、
こ
の
上
之
町
の
東
側
に
造
ら
れ
、
交
野
や
津
田
方
面
か
ら
こ
の

寺
内
町
に
入
る
通
路
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
通
路
を
遮
断
す
る
形
で
、

土
居
が
巡
ら
さ
れ
、
防
衛
の
役
割
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南
北
は
丘
陵
が

枚方寺内町ウラ土居堀跡推定地（左側は現枚方小学校）



四七

崖
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
容
易
に
は
外
敵
は
侵
入
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。枚

方
寺
内
町
と
同
様
の
丘
陵
上
の
寺
内
町
は
、
河
内
の
大
ヶ
塚
寺
内
町
や
富

田
林
寺
内
町
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

枚
方
寺
内
町
は
上
ノ
町
・
下
ノ
町
・
蔵
ノ
谷
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
い

ず
れ
も
丘
陵
と
そ
の
谷
内
に
形
成
さ
れ
、
四
方
の
内
南
北
は
崖
と
な
っ
て
要
塞

と
な
っ
て
い
た
。
東
方
は
「
土
居
」
を
造
成
し
て
要
塞
と
し
て
い
た
。
西
方
は

「
三
矢
浜
」
の
港
湾
に
通
じ
る
道
が
あ
り
、
何
ら
か
の
防
塁
や
門
扉
が
造
成
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

以
上
、「『
私
心
記
』
に
見
る
枚
方
寺
内
町
」
と
題
し
て
、「
一
、
順
興
寺
住
持

実
従
と
枚
方
寺
内
町
民
」、「
二
、
枚
方
寺
内
町
の
生
活
文
化
」、「
三
、
枚
方
寺

内
町
発
掘
成
果
を
め
ぐ
っ
て
」
を
考
察
し
て
来
た
。

こ
れ
ま
で
『
私
心
記
』
は
、
大
坂
本
願
寺
の
実
従
の
日
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

枚
方
寺
内
町
関
連
記
事
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
枚
方
寺
内
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
っ
て
、『
私
心
記
』
の
枚

方
寺
内
町
関
連
史
料
が
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
順
興
寺
を
中
心
と
す
る
寺
内
町
が
形
成
さ
れ
門
徒
商
人
と
住
持
の

密
接
な
交
流
が
行
な
わ
れ
、
茶
の
湯
、
鴬
合
せ
、
立
花
、
平
家
琵
琶
、
連
歌
、

風
流
踊
、
梅
見
物
な
ど
の
生
活
文
化
が
花
開
い
て
い
た
。

淀
川
の
港
津
で
あ
っ
た
三
矢
の
浜
（
平
潟
）
に
面
し
て
枚
方
寺
内
町
が
栄
え

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

註（
１
）
鍛
代
敏
雄
氏
「
枚
方
寺
内
町
の
構
成
と
機
能
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
六
―
八
、
一
九

八
五
年
）。

（
２
）
草
野
顕
之
氏
「
順
興
寺
と
枚
方
寺
内
町
―
一
門
一
家
寺
院
論
へ
の
展
望
―
」（『
講
座

蓮
如
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
４
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
５
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
６
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
７
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
８
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
９
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
10
）
拙
稿
「
文
献
資
料
に
見
る
『
風
流
ふ
り
ゅ
う

』
の
成
立
と
変
遷
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論

集
』
第
三
九
集
、
二
○
○
四
年
）。

（
11
）
前
掲
註
（
２
）
参
照
。
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